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未来の社会の創造と発展のための主体者を育てる
～第二小学校～
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。
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図
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　本校では今年度の重点目標
である「互いに認め合いつな
がりあい高め合う質の高い生
徒集団の育成」を目指して、
●授業改善の推進 
●学習環境の整備 
●集会指導の充実 
の3点の重点課題を中心に取
組を進めています。
　9月には生徒会が主体となって「いじめ撲滅のための集
会」を開きました。事前に実施したアンケート結果を基に、
佐野中のいじめの現状について、映像などの資料を用いて
説明した後、「いじめについて自分はどう考えているのか」

「いじめをなくすためにどのよう
に取り組んでいくのか」について、
生徒会執行部が自分自身の言葉で
全校生徒にアピールを行いました。
この集会の後、全学年が同じ教材
を用いていじめについての授業を
行い、自らの「行動宣言」につい

て考えるとともに、学級での話し合いをうけて、生徒会で
は「佐野中いじめ撲滅5か条」を策定しました。
　今回のように、いじめについて生徒自らが主体的に解決
に取り組んでいく過程を通じて、いじめを許さない気運が
学校文化として育まれていき、本校の目標である「質の高
い生徒集団」へと近づいていける
ものと確信しています。私たち教
員も子どもたちの活動をしっかり
とサポートするとともに、家庭と
も連携していじめの未然防止・早
期解決に努めてまいります。

　本校では、一人ひとりの未来のためにどんな力をつけさ
せるのかを見据えた教育を行っています。具体的に、次の
ような取組を行っています。
【子どもたちの学力を高める取組】
●教員の授業力向上（研究授業の充実）
●話し合い活動を核とし、「仲間とと
もにわかる・できる」授業づくり
【子どもの社会性を育む取組】
●「二小　伸びる子　10の力」「セカンドステップ」
●自分で生活や学習の習慣づくりができる子どもの育成
【生徒指導について】
●子ども主体、子ども同士をつなぐ取組（授業・学校行事・
学年行事・学校生活）
●子どもの言動の背景を知り、愛ある子どもとの関わり
【子どもの主体性を大切にした特別活動の取組】
●運動会や二小フェスティバルなどの行事で、子どもの自
主自立をめざす
【人権教育について】
●人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする意識・
態度を育て、すべての子どもが大切にされる教育
●日本の文化や外国の文化について学び、違いを認め合う
子どもの育成（国際理解教育）
【地域との連携】
●地域のみなさんによる通学路での交通見守り、あいさつ運動
●小ざくらネット（町会、福祉委員会、民生児童委員など）
と協働し、地域ぐるみで子どもを育てる
●地域のみなさんに支えていただい
ている実感を持たせ、郷土を愛する
心を育てる
●地域交流行事（交流給食会・昔遊
び体験・戦争体験聞き取り・ 地域に
出向き、商店街や施設見学）
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